
 

市政記者各位                              令和３年６月１０日 
道路下水道局下水道施設部施設整備課 

総務企画局企画調整部  

mirai@共働事業“インフラテック実証プロジェクト” 

『AI を活用した水処理センターにおける流入量予測』実証 PJ 開始!! 
 

福岡市では、民間事業者の先進的なアイデアやAI･IoT といった先端技術を活用して社会課題の解決等

を促進する を設置し、提案者と市が共働で行政サービス

の高質化・効率化に資するプロジェクトを実施する『共働事業』のご提案を募集しております。 

この度、以下の通り実証プロジェクトをスタートすることとなりましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１ 実証プロジェクトの目的 

水処理センターでは、下水管を

通じて汚水を収集し、浄化処理を

行っていますが、流入量は季節、

曜日、天候といった様々な要因に

よって変動するため予測が難し

く、現状では職員が経験的に当日

の流入量を予測し、ポンプ等の稼

働条件を決定しております。 

このため、AIを活用し、過去データ、季節・気象条件といった要因から流入量予測が可能である

かを検証します。予測が可能となれば、流入量に応じたポンプの適正な運転など下水処理作業の更

なる適正化・効率化が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実証プロジェクト 
AI を活用した流入量予測技術・・・５件 ※詳細は別紙をご参照ください。 

 

３ 実証プロジェクト期間 
令和３年６月15日 ～ 令和４年３月31日 

 

   

 

【問い合わせ先】 
○実証プロジェクトに関すること    ○共働事業に関すること 

道路下水道局下水道施設部施設整備課     総務企画局企画調整部 
担当:柿添、川﨑           担当:雪野、大薗 
電話:092-711-4524（内線 6130）   電話:092-711-4879（内線 1219） 

  

AI 活用 



別紙 
 企業名 技術概要 

１ 

株式会社エクサウィザーズ 最新 AI 技術を用いて、簡易かつ高精度の予測を実現する。※ 

 

① ディープラーニングを用いた予測モデル 

② 過去の流量と周辺で関連する雨量データなど、限られたデ

ータで予測が可能 

 

※弊社内にて従来方法（タンクモデル）の予測や、他の機械学

習モデルの予測と比較 

２ 

千代田計装株式会社 

福岡工業大学 

下水流入量予測 AI （人工知能）システム構築と予測精度検

証に取り組む。 

 

① AI（人工知能）技術を活用した下水流入量予測システムを

構築および予測精度の検証を行う。 

② 福岡市や気象庁等の内外部ビッグデータを AI の学習に

利用する。また、効率的な運用支援、コスト削減に繋げるた

め、予測精度を左右する主要なデータについて検討する。 

３ 

株式会社ハイドロ総合技術研究所 過去の流入量データとそれに関連する季節、曜日、天候、前日

の水量などのデータの関係を AI で学習し、汚水の流入量を

予測するシステムを開発する。 

 

① 経験的に予測に利用しているデータを用いる 

② 気象データについては、既存の気象予報プロダクトから地

上の気象情報を予測する AI サブシステムを開発して精

度向上を計る。 

４ 

メタウォーター株式会社 運転管理に有用な流入量予測システムを構築するため、 

以下に取り組む。 

① 気象等のオープンデータと流入量の相関関係を調査し、 

予測精度に影響を与える入力項目を抽出 

② データの構造評価や前処理を実施し、 

AI を活用した流入予測における課題を明確化 

③ AI に関するオープンソースを活用し、 

最適な流入予測モデルを構築 

５ 

株式会社安川電機 
過去の流入量・雨量、時間、曜日をパラメータに流入量を予測

する。AI モデルは地域の変化にも自動的に対応することが可

能である。 

 

① １日後～１週間後の予測精度を評価する。 

② 雨量の影響を考慮した流入量の予測精度を評価する。 

③ 実運用に適用可能な予測精度を見極める。 
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